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■10月12日㈭ 18：00～20：00 開会挨拶+
シンポジウム 住宅等連携会議「建築家、風土をデザインする」　

参加予定人数300名／一般参加あり
地球の気候変動は危機的状況であり、脱炭素社会を目標に動き出している。現代的あるいは先端的な手法に
より省エネ性能を高める中で、伝統工法を守りながら、地域の気候風土に適応する方法で省エネに取り組む
など、そのアプローチはさまざまである。土地の環境はさまざまな点で違いをもつ。それらを読み取り、建
築とすることが建築家の役割である。地域の気候風土を建築のデザインに繋げている、それぞれの建築家の
チカラを発信したい。

パネリスト： 末光弘和（SUEP.）
 水野友洋（水野設計室）
 柿川麻衣（Arup）
ファシリテーター： 小堀哲夫（小堀哲夫建築設計事務所）

■10月13日㈮ 15： 00 ～17：00 会議
法人協力会 プレサミット「建築家が望む法人協力会との関係」
「法人協力会が望む建築家との関係」

参加予定人数100名／一般参加なし

■10月16日㈪ 18：00～20：00 シンポジウム
理事会、職能・資格制度委員会、本部建築家資格制度実務委員会
（共催）　「資格制度のこれから」を考える

参加予定人数200名／一般参加あり
1987年、丹下健三初代会長は JIAの活動基軸として「建築家職能のための法体系整備を進める」ことを掲げました。鬼頭梓会長（当時）は
1992年の総会で、世界基準の建築家を育成する「建築家資格制度」の確立を目指すことを表明、2003年度にはUIAアコードを満たす「登
録建築家」の認定・登録が始まります。その後も制度の推進に努めてきましたが、2017年以降は漸減傾向にあります。昨年、資格制度
に関する理事懇談会が開催され、今後の大きな方向性の案が会長を中心にまとめられました。今回、この案をもとに、建設的に広く意
見交換する場を設けます。

登壇者： 佐藤尚巳（佐藤尚巳建築研究所：JIA会長）
 黒木正郎（日本郵政：関東甲信越支部）
 上垣内伸一（ウエガイト設計事務所：関東甲信越支部）
 水越英一郎（山下設計：関東甲信越支部）
 南 知之（石本建築事務所：職能・資格制度委員会委員長）

◇建築家大会ウィーク カレンダー（8月3日現在※随時更新中）

10/16  18： 00 ～20：00
シンポジウム
理事会、職能・資格制度委員会、
本部建築家資格制度実務委員会
（共催） 「資格制度のこれから」
を考える

10/17  
全国１０支部合同企画
（第1回/全３回）
「注目の若手建築家による建築
討論」

10/19  10/20  18： 30 ～20：00
シンポジウム　東北支部
震災から10年企画
「繋ぐ」つなぐを振り返る

10/21  13： 00 ～18：00
シンポジウムと公開審査
（公社）愛知建築士会 
名古屋北支部
「第15回 建築コンクール 
さよなら建築」

10/23  18： 00 ～20：00
セミナー
「UIAゴールデンキューブ賞2023
国際表彰リポート  ＆　
JIAゴールデンキューブ賞2023
受賞者トーク」

10/24  13： 00 ～15：00
建築相談連携会議
「各支部の相談活動と課題」

10/25  18： 30 ～20：30
シンポジウム
まちづくり会議＋関東甲信越支部
建築まちづくり委員会
「脱経済成長とコモンを捉えた建築ま
ちづくり／地球環境と幸せを考える」

10/26  14： 00 ～17：00
講演会　保存再生会議
「近現代の歴史的建造物の継承
を担う職能」　　　　　

10/27   18： 00 ～20：00
全国１０支部合同企画
（第２回/全３回）
「注目の若手建築家による建築
討論」

10/28  18： 00 ～20：00
会議
JIA関東甲信越支部 学生の会
@joint
「JIA全国学生の会@joint
サミット」

10/30 10/31  19： 00 ～21：00
座談会　JIA東海若手建築家
「これからの建築家のあり方を
考える」

11/ 1   18： 00 ～20：00
シンポジウム 
JIA-KIT 建築文化継承機構
『偉大な先輩建築家に学ぶⅧ』

11/ 2  11/3    18： 00 ～20：00
全国１０支部合同企画
（第3回/全３回）
「注目の若手建築家による建築
討論」

11/ 4 

10/ 9 10/10  10/11 10/12  18： 00 ～20：00
開会挨拶＋シンポジウム
住宅等連携会議
「建築家、風土をデザインする」

10/13  15： 00 ～17：00
法人協力会 プレサミット
「建築家が望む法人協力会との
関係」
「法人協力会が望む建築家との
関係」

10/14 
水火月 木 金 土

◇建築家大会ウィークカレンダー

10/18  18： 00 ～20：00

建築家大会ウィーク　　10月・11月　本大会 1か月前より多彩なオンライン企画を開催します。

■建築家大会ウィークカレンダー

■会場：ZOOM によるシンポジウム

■参加費：無料　

■募集人数：300 人

参加ご希望のかたは下記アドレス又は

QR コードにてアクセスし必要事項を

入力しお申し込み下さい

※定員になり次第締め切ります

https://forms.gle/oPDpm14iTjxh6MkM9

■主催：JIA住宅等連携会議

https://jutakjutak.net

■CPD：2 単位

■問合わせ先：

mail@jyutakujyutaku.net

■日時
2023年 10月12日 (木 )
18:00~20:00  ZOOM配信

A
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建築家、

する

を風土
デザイン

パネリスト ファシリテーター

水野 友洋
水野設計室

写真：Masatomo MORIYAMA

　地球の気候変動は危機的状況であり、脱炭素
社会を目標に、建築界では省エネ適合基準義務化、
ZEH,ZEB建築に動き出している。現代的あるいは
先端的な手法（高効率な設備や素材の採用など）
により、省エネ性能を高めたり、外皮性能の適用
が除外される枠組みの中で、伝統工法を守りなが
ら、地域の気候風土に適応する方法で省エネに取
り組むなど、そのアプローチは様々である。建築
が環境と人を繋ぐ役割を持つならば、その建築の
形も様々かつ豊かなものであるはずだ。土地の環
境は様々な点で違いをもつ。日当たり、風、水、地形、
緑、生態系などが存在し、それらを読み取り、
建築とすることが建築家の役割である。そのプロ
セスにおいて、各方面の専門家の知識と経験、建
築家の分析力とひらめき、テクノロジーが導く既
知と未知の環境シュミレーション予測など、それ
らが互いに絡み合い、反発したり、熔解しながら、
最終的には融合することで、解がもたらされる。
　クライアントと環境意識と目標を共有し、地域
の気候風土を建築のデザインに繋げている、それ
ぞれの建築家のチカラを発信したい。

末光 弘和
SUEP.

柿川 麻衣
Arup

小堀 哲夫
小堀哲夫建築設計事務所
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■10月18日㈬ 18：00～20：00 会議
全国10支部合同企画（第1回 /全３回）
「注目の若手建築家による建築討論」　

参加予定人数200名／一般参加あり
JIA全国10支部から選出された注目の若手建築家12名による建築討論。モデレーターに JIA新人賞受賞者の
前田圭介氏、木村吉成氏、栗原健太郎氏＋岩月美穂氏を迎え、大会ウィーク期間で全3回の討論会を開催し、
11月9日の大会初日は常滑に登壇者全員が集結し、大会テーマ「環る」を主題とした討論会を総括する。

モデレーター：前田圭介（UID：2012年度JIA新人賞）
登壇者：岩澤浩一（北海道科学大学：北海道支部推薦）
　　　　金野千恵（一級建築士事務所 teco：関東甲信越支部推薦）
　　　　澤秀俊（澤秀俊設計環境：東海支部推薦）
　　　　中井基博（アーキラボMOU建築設計：北陸支部推薦）

■10月20日㈮ 18：30～20：00 シンポジウム 「東北支部 震災から10年企画「繋ぐ｜つなぐ」を振り返る」　

参加予定人数100名／一般参加あり
2022年8月31日から9月2日に開催した【震災から10年企画「繋ぐ｜つなぐ」】では全国から参加した会員と岩手・宮城・福島の復興の
現状を視察した。その企画内容を振り返り、参加できなかった会員と情報を共有することで、震災復興の現状と未来への視点を深める。

■10月21日㈯ 13： 00 ～18：00 シンポジウム
＋公開審査 

（公社）愛知建築士会名古屋北支部
 「第15回建築コンクール さよなら建築」

参加予定人数100名（YouTube配信 人数制限なし）／一般参加あり
このコンクールは“建築の定義を広げる”ということを目的として開催します。実現した建築、実現可能な提
案を募集するとともに、家具やプロダクト、インスタレーション、日常の風景など、分野の境界を越え“建
築の定義を広げる”作品を募集します。受賞作品の選考については、公開審査に先立って開催されるシンポ
ジウムにてテーマを掘り下げ、その後、公開審査会で各賞を決定いたします。

パネラー・審査員： 松山将勝（建築家）
 ナガオカケンメイ（デザイン活動家）
 秋吉浩気（建築家）

■10月23日㈪ 18： 00 ～20：00 セミナー
「UIAゴールデンキューブ賞2023　国際表彰リポート ＆　
JIAゴールデンキューブ賞2023受賞者トーク」

参加予定人数500名／一般参加あり JIA国際委員会（JIAゴールデンキューブ賞実行委員会）

UIAゴールデンキューブ賞受賞者、JIAゴールデンキューブ賞受賞者に発表いただき、審査状況の報告をします。

モデレーター：田口純子（UIA Architecture and Children Work Programme）
登壇者： 鈴木賢一（JIAゴールデンキューブ賞実行委員長）
 六鹿正治（審査委員長）
受賞者トーク：福口朋子（設計機構ワークス）学校部門　UIA建築と子どもゴールデンキューブ賞  最優秀賞／ JIAゴールデンキューブ賞  優秀賞
　　　　 古田祥一朗（早稲田大学）出版部門　UIA建築と子どもゴールデンキューブ賞  特別賞／ JIAゴールデンキューブ賞  優秀賞
　　　　 山田瞳子（工学院大学）組織部門　JIAゴールデンキューブ賞  優秀賞
　　　　 萬野光雄（JIA京都地域会）視聴覚部門　JIAゴールデンキューブ賞  優秀賞

■10月24日㈫ 13：00～15：00 会議 建築相談連携会議　「各支部の相談活動と課題」

参加予定人数10～30名程度／一般参加なし

■10月25日㈬ 18： 30 ～20：30 シンポジウム
まちづくり会議＋関東甲信越支部建築まちづくり委員会　
「脱経済成長とコモンを捉えた建築まちづくり／地球環境と幸せを考える」

参加予定人数300名／一般参加あり
建築まちづくりに関わる中で、どのような方向に進めばよいのか？の視点を建築家は常に求められる。地球
環境に優しい社会、人にとって幸せとは何か？　その方向性が見えなければ、建築行為は気づかぬうちに間
違いを犯している可能性もあろう。その俯瞰的視点を持つためには、建築を単体として捉えるのではなく、
まちづくりを含めた幅広い捉え方が必要であり、そこには公共の福祉という公益的視点で建築家職能を再考
することが求められよう。この視点を深堀すべく、影響的な3冊の本『土地は誰のものか』『里山資本主義』
『人新世の資本論』を取り上げ、著者、五十嵐敬喜氏と藻谷浩介氏を招いてシンポジウムを行う。住民と行政
と専門家を繋ぐファシリテーションやデザインレビューなどの仕組みなど、建築やまちづくりの質やクライ
テリアの手掛かりに繋げる中で、結果として「環」になっているかも……。

 

JIA建築家大会 2023東海 in常滑オンラインイベント、シンポジウム 

【脱経済成長とコモンを捉えた建築まちづくり／地球環境と幸せを考える】 

10月 25日１８：３０～２０：３０  オンライン開催 
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配付資料：JIA 関東甲信越支部ブルチン、良質な建築・これからのまちづくり：2023 年春号「人新世の資本論にみる 
今後のまちづくりの視点／小川真樹」、2023年夏号「里山資本主義を生かした建築まちづくりはできるか／飯沼竹一」、
2023年秋号、原稿「土地は誰のものか、現代総有の取り組み／成岡茂」 
 
■パネリスト 
・・五五十十嵐嵐敬敬喜喜  ((いいががららしし  たたかかよよしし))  
1994年生まれ、法政大学名誉教授、弁護士、元内閣官房参与 
「美しい年をつくる権利」「美しい都市と祈り」「現代総有論」「都市再生を問う」
「建築紛争」「道路をどうするか」「国土強靭化批判」「震災復興 10 年の総点
検」他、著書多数 
・・藻藻谷谷浩浩介介  ((ももたたにに  ここううすすけけ))  
1964 年生まれ、日本総合研究所調査部主席研究員、日本政策投資銀行特任顧問、
平成合併前の全 3200 市町村、海外 119 ケ国を自費で訪問し、地域特性を多方面に
把握。地域振興、人口成熟問題、観光復興、コロナ対応等に関し、研究・著作・講演を
行う。2021年より現職、著書に「デフレの招待」「世界まちかど地政学 Next」「日本の進
むべき道～成長とは何だったのか」等。 
 
〇モデレーター：連健夫（JIA まちづくり会議）                       五五十十嵐嵐敬敬喜喜          藻藻谷谷浩浩介介 
 
■■日日時時：：1100月月 2255日日、、    （（時時間間：：１１８８：：３３００～～２２００：：３３００））  ※※CCPPDDププロロググララムム  
■オンラインで実施（ZOOM、ウェビナー方式）※進行（松村） 

   https://us06web.zoom.us/j/83826542874 
■■ププロロググララムム  
・開会挨拶（小田義彦、JIA建築家大会委員長）（松島逸 JIAまちづくり会議議長） 
・趣旨説明（連健夫、JIAまちづくり会議） 
・五十嵐敬喜氏、講演 
・藻谷浩介氏、講演  
・読後感「人新世の資本論からみる今後のまちづくりの視点」（小川真樹、建築まちづくり委員） 
・ディスカッション※ブルチンの読後感記事の印象からスタート／質疑応答 
・閉会挨拶（松村哲志、建築まちづくり委員長） 

 
■主催：JIAまちづくり会議＋関東甲信越支部建築まちづくり委員会 
 

JIA建築家大会2023東海 in常滑に向けて
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■10月26日㈭ 14：00 ～17：00 講演会
保存再生会議、愛知地域会研修委員会、保存研究会共催
「近現代の歴史的建造物の継承を担う職能」

参加予定人数100名／一般参加あり
国内の近現代建築を中心とする文化財・歴史的建造物の保存再生工事の設計監理の実務経験をふまえ、建築保存・再生・継承・景観保
全の計画や歴史的環境を活かしたまちづくり・既存ストックの活用などの実践的研究を行う。その知見を活かした自治体や企業などの
外部委員やアドバイザーなどを務める講演者から、JIA会員の建築家としての責務の一端を聴く講演企画。

登壇者：津村泰範（長岡造形大学建築・環境デザイン学科准教授、修復建築家）

■10月27日㈮ 18：00～20：00 会議
全国10支部合同企画（第2回 /全３回）
「注目の若手建築家による建築討論」　

参加予定人数200名／一般参加あり
モデレーター：木村吉成（木村松本建築設計事務所：2021年度JIA新人賞）
登壇者：齋藤和哉（齋藤和哉建築設計事務所：東北支部推薦）
　　　　井原正揮（ihrmk一級建築士事務所：関東甲信越支部推薦）
　　　　山口陽登（YAP一級建築士事務所：近畿支部推薦）
　　　　佐々木翔（INTERMEDIA：九州支部推薦）

■10月28日㈯ 18：00～20：00 会議
 JIA関東甲信越支部 学生の会 @joint
「JIA全国学生の会@jointサミット」　

参加予定人数 20～25名／
学生は一般参加あり（関東から10名+各支部から1、2名）、学生以外はJIA会員のみ（見学）
JIA学生会員による懇親／交流会。関東甲信越支部で行われている学生の会の全国版として各支部から参加者
を募り開催する。各支部への学生会員活動の波及を目的とし、各々のこれまでの作品紹介や大学ごとの建築
教育の違いについて話し合い、交流を深める。

■10月31日㈫ 19： 00 ～21：00 座談会  JIA東海若手建築家「これからの建築家のあり方を考える」　

参加予定人数100名／一般参加あり
従来的な建築家の仕事とは違った働き方をする建築家の「現場」に訪れ、ドキュメンタリー動画を作成。その
動画や当日の座談会から多様化する建築家のあり方について考える。
①現状分析：周りの建築家たち　②目的と全体像：多様化する建築家の一端を伝える　③ドキュメンタリー
撮影（事務所周辺の視察および活動内容のヒアリング、建主との対談、現場視察および設計思想のヒアリング等）

登壇者：澤 秀俊（澤秀俊設計環境 / SAWADEE）
　　　　河合啓吾（TAB）
　　　　辻 琢磨（辻琢磨建築企画事務所、403architecture [dajiba]）
　　　　葛島隆之（葛島隆之建築設計事務所）
オブザーバー：浅井裕雄（裕建築計画：大会実行委員長）

■11月 1日㈬ 18：00 ～20：00 シンポジウム
NPO建築文化継承機構 /JIA―KIT建築アーカイヴス会議
「偉大な先輩建築家に学ぶⅧ」

参加予定人数100名／一般参加あり
愛知県にゆかりのある建築家が、どのように地域、文化を考え、その作品を作り上げていったかということを、建築家の後継者、関係者、
研究者より語っていただくシンポジウムの第1幕。偉大な建築家（アントニン・レーモンド、吉村順三）の教えを学びます。大会当日（11月10
日）にも第2幕（伊藤建築設計事務所、谷口吉郎）としてリアル＋同時配信で実施、さらに第3幕として11月11日にシンポジウム連動エクス
カーションを企画し、愛知の建築文化を学びます。

登壇者：三浦敏伸（レーモンド設計事務所代表取締役）、他

■11月 3日㈮ 18：00～20：00 会議
全国10支部合同企画（第3回 /全３回）
「注目の若手建築家による建築討論」　

参加予定人数200名／一般参加あり
モデレーター：岩月美穂（studio velocity：2016年度JIA新人賞）
登壇者：斉藤智士（建築設計事務所SAI工房：近畿支部推薦）
　　　　髙橋翔太朗（高橋翔太朗建築設計事務所：中国支部推薦）
　　　　横畠 康（艸建築工房：四国支部推薦）
　　　　仲本兼一郎（STUDIO MONAKA：沖縄支部推薦）


